
感染対策の基本 ～正しい手指衛生できていますか？～ 

感染症から自分を守るため、感染症を自分から拡げないためには、手指衛生はとても重要で

す。手指衛生での注意点を、職員間で共有してください。 

 

◎石けんと流水による手洗い 

  目に見える汚れがある場合や、アルコールによって殺菌できない病原体を触れ

た場合は石けんと流水による手洗いが必要です。 

【注意】洗い残しの多い部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎アルコール擦式消毒薬による手指消毒 

【注意】十分な量を手に取ること 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  【注意】アルコール擦式消毒のポイント 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※製品によって、適正量は

異なります。 

①消毒剤のボトルを下ま

でしっかり押し、十分量

を手のひらに取ります 

②指先は特に汚染しやす

いため、一番初めに消毒し

ます 

③手のひらをすり合わ

せます 

④指の間にすりこみま

す 

⑤親指も忘れずに ⑥片方ずつ順番に手の

甲をすり合わせます 

⑦手首全体にすりこみ

ます 



【施設長（管理者）の役割】 

 

□ 感染症に対する、正しい情報を知る。 

□ 地域の感染症の発生状況を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 日頃から、かかりつけ医等との連携体制を構築しておく。 

□ 感染症発生時を含めた事業継続計画（BCP）を策定、適宜見直しをする。 

□ BCP に基づき、発生に備えた必要物品の確認を行う。 

□ 感染症発生時に、速やかに情報共有や対応ができるよう、事前に体制を整えて

おくとともに、日頃から訓練をしておく。 

□ 定期的な職員研修の実施、研修出席の推奨（出席のための勤務調整）を行う。 

□ 常時、職員の健康管理に留意する。 

□ 職員が感染症に感染した場合、療養できるよう人的環境を整える。 

・職員が体調不良であることを訴えやすく、体調不良者への周囲の対応が差別 

的とならぬよう、日頃より連絡しやすい雰囲気づくりに努める。 

 

 

□ 施設長が、感染症発生時の適切な対応方法を理解する。 

・感染症を疑う利用者がいる場合には、速やかに受診を勧奨する。 

   ・感染拡大防止の措置を講ずる。 

・必要に応じて利用者の家族等に対して、正しい情報を提供する。 

・無用な不安や患者に対する差別・偏見が生じないように配慮する。 

□ 感染症発生時の行政（保健所及び指導監査課）への届出内容の確認をする。 

 

 

和歌山市感染症情報センター 

http://www.kansen-wakayama.jp/ 

【参考】介護現場における（施設系 通所系 訪問系サービスなど）感染対策の手引き 第３版 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf 

～ 平時から ～ 

～ 発生時 ～ 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf

